
求められる京都府の教員像 

 

京都府の教員に必要な５つの力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■気づく力 
児童生徒一人一人を深く理解し、寄り添った指導ができるよう、小さな変化にも気づくことが

できる力 
  

■伸ばす力 
豊かな人間性と高い専門性に基づく優れた指導力を有し、児童生徒一人一人が豊かな未

来を切り拓いていけるよう、それぞれの個性や能力を最大限に伸ばすことができる力 
  

■挑戦する力 
探究心や自律的に学ぶ姿勢を持ち、時代の変化や自らのキャリアステージに応じて求めら

れる資質能力を高めながら、諸課題の解決に向け、挑戦することができる力 
 

■つながる力 
他の教職員、保護者や地域社会、多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担しなが

ら、組織的・協働的に諸課題を解決するため、チームの一員としてつながることができる力 
 

■展望する力 
次代を担う人材に必要な学びを提供できるよう、広い視野で時代や社会、環境の変化を的

確につかみ取り、未来を展望することができる力 
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 ○ 児童生徒への教育的愛情と、教職への使命感や情熱を有している。 

 ○ 高い人権意識や多様性を尊重する姿勢を持ち、自らが人権教育の担い手であるとい

う自覚を有している。 

 ○ 児童生徒一人一人を深く理解し、その小さな変化を見逃さず、愛情と信頼と期待と

で包み込みながら、受容的・共感的に関わることができる。 

 ○ 様々な要因により困難な状況におかれている児童生徒や、特別な配慮を必要とする

児童生徒の状況を理解し、適切な支援を行うことができる。 

 

 

 

 ○ 豊かな感性とコミュニケーション能力を持ち、明朗かつ健康で、人間的魅力にあふ

れている。 

 ○ 教科や教職に関する高い専門性と優れた指導力を有している。 

 ○ 高い授業力を有し、児童生徒に確かな学力をはぐくむことができる。 

 ○ 児童生徒一人一人の自己肯定感を高めながら、その個性や能力を引き出し、最大限

に伸ばして、未来を切り拓く力をはぐくむことができる。 

 

 

 

 ○ 自律的に学ぶ姿勢を持ち続け、時代の変化や自らのキャリアステージに応じて求め

られる資質能力を教職生涯にわたって高め、教育改革の推進や教育課題の解決に積極

的に取り組むことができる。 

 ○ 探究心や学び続ける姿勢を持ち、研修やＯＪＴ等を通じて自己研鑽に不断に取り組

むとともに、同僚性の構築や若手教職員の人材育成に積極的に関わることができる。 

 ○ 適切なセルフマネジメントと効率的な業務の遂行に取り組み、日々の生活の質や教

職人生を豊かにすることで、人間性を高め、児童生徒への効果的な教育活動を行うこ

とができる。 

 

 

 ○ 社会的良識と高いコンプライアンス意識を持ち、児童生徒や保護者、職場の同僚、

地域社会から信頼される。 

 ○ 組織の一員としての自覚を有し、自らの使命を理解して、役割を積極的に果たすこ

とにより、学校運営に貢献することができる。 

 ○ 他の教職員、保護者や地域社会、多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担し、

チームの一員として、様々な教育改革や教育課題に組織的・協働的に対応することが

できる。 

児童生徒の変化に「気づく力」 

児童生徒の可能性を「伸ばす力」 

自らを高め、新たな課題に「挑戦する力」 

学校内外の多様な人材と「つながる力」 



 

 ○ 広い視野で時代や社会、環境の変化を把握しながら、情報を適切に収集・選択・活

用し、知識を有機的に結び付け構造化することができる。 

 ○ 様々な教育改革や複雑化・多様化する教育課題を的確に把握し、改革の実現や課題

の解決に向け適切に対応することができる。 

 ○ 次代の京都府を担う人材や国際社会で活躍する人材を育成するために、京都の自然、

歴史、伝統・文化について理解を深めるとともに、多様な文化に興味・関心を持ち、

地域創生やグローバル化に対応した教育を推進できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広い視野で未来を「展望する力」 


